


肚舍巧 度の 査 をは 巧 論では ない、 た ゆまざる 外な 巧 巧 こそた もち ましい 〇 だが 凡ての がみ 谨 
巧は 個々 的、 JtirS の ものでは なく •み々 巧つて 米た る tt 食め 原因 ミ お 巧の 巧 導ち おじぶ < が 
M せをちす る ものであるな 上、 其のな 巧の 巧 巧を 括を せん ミホせば •巧ら くが たる i 理論の 
何 4 のが^を 認議 かた， がれぶな； 本が も 化のを かからを 巧 急激 じ 巧 巧 おおしつ 、あろ か 
巧 巧に 巧いて 夫々 の ホ 度ぶ を M した もので み 主 ホの 巧を 义 はが 巧し 巧ら 
が、’か論^ を者じょゎては多少の：！*!^点々ち卞るのは止むを巧ない。 

尙な會 »» のな 巧 じ 巧 心て は 各自 化* 巧め 硏 « を まむ 所で •本# は 其の 一功た 心し， A んミ 
も ^ ミ •る。：. j 
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: 、ホ おわが 田植 のまを！ 1 が 


ま 冥 ミ 


函 巧ま義 運動の 巧義 

1、 まへ がさ 

巧 時な かじ 巧 巧を 展 しつ、 ホる W ぶ ホを— ファッショ— の 並 かは* マル キ シグ ム からを おし 
た 所の プロレタリァ 述 かじ 巧 向から お 巧し •化掛 むる り 巧 じよつ て 脚ぶ WW の 傅 化が かじむ 並 
しよぅ ミす る もので あり •おじ & なが 脚ず 所巧特 W おおのが 化 巧みを •£ 正して、 巧 じ 天を 供む - 
の 下 じが おなき】 巧 巧 W のまぶ 闻 ぶを 化設 せんこ ミを を 巧す る もので みるから •のな がの ホ 巧 I 
乃至 苗 巧の 網が をの もの じ 巧して は •を ゎじ 站 W すべさ ものでは むいが •中にはが の ホ 巧の 巧 - 
捣じ 巧を なるおり •到々 ミ もす る*、- をが 巧 巧 じ 化で •をには 满巧じ « る、 じ まる もの、 ホる こ 
ミは、 お 巧の 化® 闻 •五’】 置、 みみな まの みおれ じ 巧しても 按 めて 明らかで わる。 

化の 伟 巧は 現在 巧 巧の 券が 的が 巧よ ゎ 巧て •尙 相を の 進 おれみ 巧つ もの ミ なられ、 從 つて ホ 女 
が 掉を驗 々ミす るを を おの 巧み ミして は •が 來の共 巧 ホ おじ 巧す る もの •、- か ホんで 巧 お 巧を 特 


をして 么ホ のな 動 おのみく が A きるい •话 をな のぶ 巧 じ おする ぶが ミ •化め： 巧の诗 が 35 ょ ， o 
ない 中に 巧 して •巧 相々 巧 巧し 油 明に 丹を# をな けせん ミすな こ ミは、 ：* 々て 阳》> でんる J 
巧し巧ち化は街を巧の ぶしきは々|たな |をぶ卞巧 じ は • 外ぶ こ巧ホザ寸 度然ミ し て化ミ v > 
ならち . 

斯 くして が时 たるな な ミホり おさぶ 巧の： 卜 じな かする 巧ち 巧 かは， 卽も巧 じ W ぶを がろ のをで 
みるから • t ： ちせ C み 給ぇ ホ W たじ « .へ • U 木 巧 ホを はつき 〇 ぶ 座巧斯 し、 《 じれ. ホ お 巧の か 
巧に 姐 晓卞る こ ミを 巧す る 〇 

巧の 巧 巧 巧の 趣 巧々 巧ぞ卞 るた めじは •そのが がた る 指導 巧け 1 S か 3： なる い W かじな きぶ 廉を 
峭ら かじし. 根本的 じ# がすべき 化か ゴ •化ぶ そ S ものは はが じして か W がの 巧 W じ 巧 W せ卞 
寧ろな：！|1:5じをおせしむるこミが两ぶの巧ななるものミのお圳を明化じしてわかなけれゴたこ 
ぬ〇巧 して 巧 在 W 巧の 巧！！ IWE 神た るべき り 本 巧 神のは お じ W 美セ充 化の 化^ « のみよ & の ホ 
なする 巧を か 化せば ホの 油り である。 
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H 如 供 か ミは 巧 w の巧闻 w ホ •日本 おもを 姐 じて 巧 ww が一つ の 战餐め 凡 お witi めり 巧 かが 
ミして 信奉し ftA ミして 之を W 巧し 米つ た 傳巧的 巧# で ホる。 巧ち 之れ をを ぶが ければ. 
「日本 田 « た 6 天を 中む. 一ぶ 的 度冉の F じを 用の 巧 か® ち H 木 氏 おの 巧が をげ 巧 げん ミ ^ 
& 巧#」 ミ 規を卞 6 こ ミが 闲 おる。 

卽ち 日本な 神は 共の 巧者 ミして， 

一 1) 日本 Km (を 苗の なな 原 巧】 たる 天を 中、 む 一ぶ め® M の ザ 持ちが 
《口ち 丰巧 W の理な (巧 a の 目的 W 理 る》 現 

の 一 妾ぶ をを わ〇お つて 日本 巧 神は 两夕 組！！ 上の 班 巧た ろ ミホ じ W ぶ：：： め h の 巧 巧で みる。 そ 
して とれは 度を 的 じ# A 的に 化 k でぶ 出された おを の 明 巧では な < •を！ ea が 一二 千年 H 若 W 托 
が その* ぶち 巧 じがけ る 巧* 的な 勒巧巧 ミして な 奉し •巧 巧 I ホ 巧の ff 巧に v ,0 し 来つ た ミ 云 


ふ R なた る おわの ザを をみ 巧す る もので ホる o を 硏究巧 九* r 巧た 巧) 

卽ち H 本 お W の 巧 お々 が 現せん ミす る 天を のを 巧め 巧を を あ ミ、 おじ < が 田の 香せ を* ぉ e 
ん ミす るを 巧 おのを 巧め 51 受底思 ミの •合を なを じょり がを する を まを 中 •む ミし •之れ を 巧 安 
ミして •おは 巧 巧 なれを も 巧は 父子た るの 大ぶ族 持 神で ある。 そして 日本 巧 由の g か ミは か W 
なる もので ホる か •巧め して 云へ ば， 

r 日本 農ので じ 日本 巧 おが 合 巧 ミして 向上 货お •巧 我 S おしか 寫及わ R めじた おサる 巧せ- 
w お をげ 現 ホる ミ# じ 化 ホ 日本 义化ミ 日本が おせ ミ をれ て 化が 托を 巧化融 をし、 天皇 中心め 4 
おがの 下 じ 之れ を-某 扶 化せし A なて を巧扶 やまじ 共の 生々 ホし む！ p かめ ホ 巧 W ぶを 資巧卞 る - 
こ ミ」 を 巧を ミす る 0 

西泮 文明が 日本 じ 入され て •その 特巧 であるか 學や 巧舉の おんじな つたこ ミは 巧 論で みつた 
が •それ ミ！ 一時 じ その 巧 ホで みるが 己 主ぶ •我ち ホが が W ぶの i をを くす るで あらぅ ミち ふ 
こ ミは 巧 じ 度々 むみる もの、 & ふる ミころ でみ つた。 巧 じ 明治 大巧 巧 下は 巧 お 二十-年の 巧 こ 
れ じついて 巧运が ホら せられ •ホ 日が 讓が 田み ホ 巧を 各 させられて’ そのな を 御 化 ホみ そげ さ 


れた ミの こ ミで あ も。 この 巧 下の 巧を おは 网十 五ヶ 年を ち a した 今日 じがて •す ホ じ も おじ A 
中した ので ある。 巧ての 公な の 專巧學 巧 •巧 じ 巧 W - K 舉は マルクス ホぶな 傅の 舉府 ミな つた 拐 
さへ ホる ミち はれ •ザ じ 大# だけでは なく •巧を ま 巧の 病ぶ は 小 ♦巧な U の 中 じぇ で 傅 巧し つ 
、ホる 〇 このな 況史 明の おおた る 利己 ホぶ の •おはか 何 じして 治が 卞べ きか ミち ふこ ミが •巧れ 
H 本の 中 如な 逆で あるが、 化の 巧 己 まぶが な あの 中 じ.# 巧して 遂に 巧舉 のが 化 ミな 〇 •を 巧の 
浆乏 ミな 0 •これ じめ がした る 軍人の 顯を ミな つて •置 •- I 五 事件なる ものが 巧れ た。 直 •一 
ぶ丰 かは め 巧の が 化 •資本ぶ のが 己 ホぶ じ 巧して をつ たもので はみ るが • 0 巧 じ それは 麻 化が 
ろ 进學人 じ おする 巧 巧で ホる から •これを 巧が 文明の かおで みるが 己 おぶ じ 巧 する 巧 度 ミ 云 ふ 
こ ミが 化 來ろ〇 . 

滿 W ホげ ミ •五 •一 冗 辜 件を 中み ミして • H 本 お 神は あ 巧 ミして お 典した が •この 日本 稱 神の 化 
つてが たる ミころ は 抑々 巧で ホる か ミを ふこ ミ •をれ が 我等の 硏 光の 巧みで ある。 H 本 精神な 
る ものは， 日本人 すべてが こむ をな 巧して ゐ て、 唯 これを お现 しのない もので ホる 0 それ々 ぶ 
巧し 巧ない ミ 云 ふのは •それが 巧なる 巧が じ ル まつて •いまだ 巧 巧の 玲巧 ょで じ お K して ゐな 


いからで ホろ 〇 化し 乍ら をし 日本 w 巧の か 巧が •この 日本 巧 神 じよつ て 巧 はれた ミー 石 ふなら ホ 
をれ は 化 巧の- 乂 ザ* であつ て、 これを 理净 のが じがて ぶ 現す る 束で じ資ホ だしむ る こ ミは • 
かまの ぶ 巧で なければ ならぬ。 

がての 肚會 のなる IWW は •一巧 一夕 じ化來 トーる ものでは ない。 それは その W の# たじな 德を扣 
くもので ホらねば ならね。 巧 用の 二 卞五苗 年の が あ 及び 傅 巧が、 W 巧ち 巧の ぅらじ 曲 « し •巧 
速し、 お 晶 してぶ ぷし たもので みる。 巧て のれ#! 巧*: はれ 會を 巧の 巧 ホで ホろ ミ か 41111^ は ホ 
<0 巧つ て ホが 作つ たもの ミ まふので もな < •みら ホ* ら卞 してが ♦じが 巧した ので ホる そ 
れが B 本が 神で みつて •巧つ て巧夕 はこれ々 的 W の おを のぅら じ その 本 巧を がね るよ む W じた 
法は 無い ので ホる 0 

ちし 巧ず が 日 丰の歷 ホを a つてれ < な 〇 ば， を こじ 巧す のな がする ミころ の ものは， ぶ 巧で み 
〇、 神 巧で ある。 » の' マ ユル々 ィムは、 卞 •へて か會 巧みは ぶ敎 から わ まる ミぶ いて ゐ るが、 H 
木 のれ 會も去 そのが 則の ル じぶつ こ ミげ 出 ホない 〇化 ホの がわの 化ち 点は 卽ち 如け でん 
る。 そして そゆ傳 ぶの 中 •心々 なす も $な 乂媒巧 ものが W である 〇 » おぶ 化 じが. こむ みよ 巧 


ノ千 おな 快ノ 巧穂ノ w ハ是 レ吾グ すが ゾ て タルべ キ 巧ナリ •ぷ シクが 旁な 化 テ お ラセ •巧 クマ 
た ••巧 ホ/巧 エマ サン コト 天壌 卜巧リ お々 ルベシ」 ミ 言ム天 おちた# のれ 詰に 言 ひ おは さい • 
ホ サ 化な 巧のは、 その 褲を 正統 巧の け 度 じ わいて 「大日 本は ホ 因な り ••乂 沿わ わて 基を ひじき’ 
H 祷お < 巧を W へたぇ ふ、 化 W のみ 化 事 ホり •巧 巧 じは その 巧 おし、 こ S 故 じみ W ミち ふな ゎ」 
ミぶ つて •巧 W まの！# 巧が ぶ 技め 息 巧から 巧ょ つて ゐるこ ミを ぶいて ゐち 。この 日 七は# の 的 
め お ふた w で ホり •しかもな まは その 神の 巧 おでみ る ミ V ふなぶ こを •我 W の 保 巧に 一* した 
る 度 本な 神で あつて‘ を こじ 巧 ミ 巧 ミの ななが、 ま & 的の* ホ 巧つ て & & こごが 巧 向 ミなる'" 
如ち 巧 ホは 神で あつて •人 巧は これ々 ぷ 敎め淮 巧の 巧 お ミな し •神を がする-こ 闻 化の ながの か 
をはて 巧 ホ じ 巧す る ミ 云 ふこ ミ じなる ので ある。 そして jt # けの 天 ミは 巧 W を パて 「♦ホ ミク 
々ラ」 ミ訊せられて0らおの父かミ稱せ.1,れてゐろ つ=餐お：11-^处.-だホけ巧ごふ。をミ 
U 林で ホらねば ならね 0 
巧す るに 巧 W は# W でみ る •神な が。 の W である 0 

胡お乂 W 受じ 一. 巧 W は 神の 卞 度む 〇对 なる. ホの f ふ^おるな ょげん」 ミ 巧が- > u たい 


もこの 巧 巧 神を みはれた ので ホる 0 

神代の 神々 は 皇奎の 2 辜 ホる。 神寞を 東征を おへられ •お累 を Li 卽が •されて 後 •お 
J 四 年 一 頁 I 壬 音ぶ せが ふた 「天 扭のお •天ょり 降な して 输 けたを な •をての なを- 卜* 
る こ ミボ冀 、おを おはね ぞ 、モ おい， をれ で曼 おじ g 巧 蓋め て •ぶかを なを ミミ 
がか‘ ぶこを を もを 華 こ 神代 ミの 喊巧 をぶ 現せられ たもの て 巧 巧ぶ ぶの 註 おも 化 おで 判な々 ミ 
なづける ので ホる 〇巧 のを 发神 犬を •义ぶ 天韋の 訊に も ホ々 化闻 のかが 材を ぶか サらわ •义ホ 
な 太子の 个た條 お 化の 巧 神 もが じかな W の 巧な たる W を 巧む る こ ミぶ 遠 じ、 はを おつる こ ミ 浦 
がなる なを あがな < お現されて ゐ る。 ぶじ + も 巧ぶ ホのを 义 をが ける。 

聖德 太子 憲法 卜と條 

推 も 巧な 十二が な 四 W 
I 二目 ク巧ブ *3 テ 貨シト 爲シ、 £フっ 卜無 キブ J 於 卜寶ス 

人を 嚴 アブ ホ 速^ ホかシ 。たヲ 化 ブホヒ 'ィお 父二胳 ナラ ズ ホ-巧 巧 二ぶ フ’巧 レ 


-( 3 )- 


ド モ上巧 ラゲ 下齡 ビ^ィ レバ 巧ヲ苗 ラム トキ ニ バボ巧 円 ラ 巧ジテ w が々 化 ラ ザ ラ 
ム〇 

二 こ 曰 ク篤ク ーニ 寶 す％ へ 

一二を 卜 'ィ佛 、法、 が ナリ即 チ 四ホノ おお、 萬 巧 ノ样を ナブ 〇何 レノ 化 何 レノ 人力 
是ノ 法ヲ巧 バザ少 モノ アラム 〇夫 レ人乂 ダ思キ モノが ナブ、 能 クなフ レバ 從 、ィム 〇 
一二 資三歸 ラ ザ レバ 何 デ ヵ 巧ブ的 サム 0 

一一 一二 曰ク詔 リブ 承 テハ必 ズ諸メ 

巧 パ 天 ナリお パ 地ナリ 、で パ 巧 ヒ化パ 化 セテ 四時 巧リ 斤キ乂 相ぶ フ コト ヲ がム。 
化 若 シ天ヲ 巧- ム トセ バな八 瓜 ノミ〇 なヲな テち 言へ バに ホリト V むヒ- ドが ク 
か 二 詔ブヲ ホヶ テ戶必 ズがメ 〇谦 マサ レバ 化 レム 0 

四 二曰ク 群 卿ち 巧 病ブ本 トセ ヨ 



お ンまブ か ム^/本' ィ巧二 か ブ. k 々ナキ トキ パ ド わ パ •义 卜 々ナキ トキ ハが. 乂 
が ホラン、：：. ルヲ 2 {テ 巧 化 禮化ル トキ パ 化 ヒ进レ •义 ' W が雜 が^ レキ パ W ぶ ■り'/ が 

マ. 朱 0 

お 二白ク 資ブ絕 チが ブ换 テテ 訴訟 ブ刚 ラメが ゼヨ 

ソレ巧 化ゾが パー H 二で ザ r リ .一 H K -> 化 w ブ W ヤ巧ブ が スル プヤ。 化ノ みぶ 
ブ治ム 术ホパ 巧 ブな朱 コト ブ巧 卜巧シ 、 W ヒブ化 テ パ g ブおク 、な チ 則-マル た 
ノ / 化 パ お ヲ水三 お グ^ ザれ ク •を シキ ホ/が パ水ブ が-一む グ^-一 化' ィブ、 是マ 
化 テ 巧は パ則ナ 由^ 巧ヲ みラズ 。おノ ぶ モコ コニ W ケス 0 

六 こ： n ク をを 巧 善 ハ 古へ ノなキ か ナリ、 

是ブな テ 人 ノ蕃す 整 クス 無カ レ こ 惡ブ篇 テ ハ 化ズ居 
スべシ .■: 


化レ說 ヒホク ホー w ぶブ 巧へ スノが 器ニシ テ、 人 K ブお ッゾ 巧な 卜 な* - 乂佑 
がが パん 二 巧 ヒテ •ィが ミ テ ド/巧 チヲぶ キ .ドニを ゾ テ' ィ ノ た手プ 冲ぷス .化 
ク ノ化キ 人； 巧 二あナ クけ 二 じ ナク火 化ノ丰 ナリ。 

ん 二曰ク 人み々 巧を 有 リテお レ ザル ペシ 

巧 ノ巧巧 •行 二 巧 •ス^ トキ パが-が 运ブ 、が ホれ ブタ ヴ トキい A み 巧シ 。化 ユ中レ ト 

ナ .ゲ ラみ ^ n 卜みナ シ克ク をへ パみ トナ ザ ニ 火 ホナク 人ヲか レバを •スが マ ♦。： ：， 

- 

が 三な 巧 ナク時 三 遇 テ 白 ラな ャ ヵナリ. 化 三 W ブテ W ぶふ ク久ク か 煤を ブ々？ X 。 

化 三 ホシ へ/を 王 パを ノ巧 二人 ヲホメ •人ノ 巧 二を ヲ求 メズ 0 

人 二日 ク群 巧ち 僚 早ク钥 リ晏ク 退デョ 

を事監^^ ク ニ モ お シ 雜 シ 、 を レ ヲ な テ おク 巧 ^ ト キ パ ' な 二 巧 バ ズ 、 早 ク お 
朱 トキ-ホ 巧 サズ 0 


九-一 曰ク 信ハ是 V 義ノ本 ナリ事 每二信 アリ 

其 レ 蒂强巧化 パ がバス な ニ ァ リ3 を巧化.-一 信ァ ^ ト キ 、ィ 何ザ々ホラ ザ ラ ム コ 巧巧^ 
ナキ トキ パ 萬 ザを ク化火 〇 

十二 曰ク をブ巧 チが ブ棄テ 人 ノ逮 フ コト ブ怒ラ ザレ 

人 巧 ふ有ブ ふが 卜 iT おブ〇 彼ノな パ巧ノ 非、 巧 ノなパ 彼ノ非 ナブ 〇巧化 イシ *♦ 
二 非ラズ 、彼 必ズ シモ 思 ニ ホラ ズ 、か' 二を レ 凡夫 ノ ミ、 を ホノ理 ホ々 能 クをム 可 
キ 、巧 典 二ち 思 ナ^ュ ト巧ゾ 巧 無キザ 化シ〇 なブな テ彼ノ 人^ 换^卜 が モ进リ テ 
巧 力が ド ヲをン ョ〇巧 巧 ブ巧タ ブトが モ* 架ユ従 ヒテ 巧 シク 巧べ シ〇 

十ー ニ曰ク 巧過ブ 明察 シテ 賞罰 ハ 必ス當 テ 3 

ィ巧パ 功二 於 ブセズ 、罚パ 罪 二め テセズ 、事ヲ な こが 獅を シク 巧巧ヲ 明々 

ニス ペシ 0 


) 


± 三日 ク関 司* も‘： も ハな 姓ブ； 斯ムル n ょ ヵレ 0 

闽二 I 弃ナク 巧 二 巧 まナシ 、ホ 十- ノ化け 一王 ブなテ ま卜巧 ス〇化 ス^ 巧ノ なか パ 

背 王ノ臣 ナリ〇 がゾ巧 テを ヶユ巧 ブテ巧 ホ-一反を 七ム〇 

- Hil 二 曰ク 諸 ノ官二 巧 スルを ハ 间ジク 巧 掌 ブ知レ 

或バお アブ、 ホ； 化シテ ザ- 1 W ク^が リ 、巧 レ ド^な ヴ巧 ^ノ 日-二 か ス^ コト 
曾 3 ブ戴 レ^ダ か クセヨ 、巧 リ削力 •スト 玄 ヒテ 公 巧 ブ坊グ ^ n 卜みレ 0 

十四 二日 ク 群臣な 僚が 巧 アル コト ナカ レ 0 

巧 レな-又 ブ# メバ 、人 ホ 巧ヲ》 ム 、读 化ノを ソノ 巧ブ みラズ 、化 二 巧、 じ 3 プ 
巧 ラバが バズ、 才 、己 3 ブ巧 ラバ 嫉化 ス〇 なヲな テで 育を ノ化ニ パ 巧 二 巧 パム ト 
モ千巧 ニ シブ モーを ブ 待ナ堯 カラン 〇巧レ 巧 まヲ巧 ザレ パ 何が々 W ヲホ イム 0 

十五 二曰ク が ブ背ケ テ 公-一向 フハ 居ノ道 ナヴ〇 



がが M を アレ パな ミ アリ、 が ア レバ 科七ズ 、巧 セ ザ レバな ブな テを ヲれ ゲ值 ミが 
T キ s - lis ヒ法 ブ實 、化 二 か ノを二 上下 巧諾 トーぶ フ S ノお ナ篇。 

十六 二曰ク 民ブ使 フニ 時ブな テス ル ハ 古へ ノ良キ 典 ナリ〇 

化-一を/日 二^を ラバ 民ブ使 フザシ 、お ヨブみ マグ な々 ノ 巧' ィげヲ 化フべ カク 
ズ〇 • 

S ■わサ レバ 何 ヲカ食 パム々 ザ レバ 何ヲカ 化ム〇 

卡尤 二曰ク 夫 レ 事 ハ 巧 斷スぺ カラ ズ •必ズ 衆卜お 二論ズ ペシ 

小 单ノ輕 キ占ズ シモ 案卜化 ニス V カク 乂 、お シたホ ヲ萬ズ ご ホ ビテパ 义チも 

ラン コト ヲ な ブガ 化 三 ホト巧 巧べ シ〇が 則 チ 巧 ヲがム 0 

U , 日本 林 お 及 神ながら 之ぶ」 お 木な 一一郎 > 


=1、 团 家ま義 

近が を闲 ホぶ めれ を 速 動が おがした ので、 とすを-なして 「闲 ぶまぶ がか」 ミげば むて ム & 

が、 がの 巧みは 械 A て か 巧で ホる。 之 わを ぶぶ すれげ 

「 W ぶ ホぶ ミは 3 E ぶは 均 W 俩人义 は ホ 闲じ佑 接して 化せる おな の 協 材れ會 であるから WW は 
自白の 巧す る W ぶの ためじは 何人 ミ おもがの 利 ボを巧 巧に すべさ もので みろ. 一 ごする 卜 •おでん 

ち - 

怖 巧に ちへ ば 「肉ぶ ホぶ ミは 俩 人み 听 ホの 抖 巧ょりも 闻 ぶの 种ボを 化し-こすも おん でん こ」 ほ 
がつて 似 人卜； ぶ 役 均 枚 ホ お V 】 おぶ する 0 ( が 阳エ巧 •巧な か 化) - 
卽 ちか 巧の かがは 闲 ぶめ 巧ぶ であり •阁乂 むくして WW はん ゎがない。 しか tw ぶ S 化 化は 
かず 的 W のず がを 巧す、々 がに なめる W 小； 地 S みくみ 巧つ W ぶは が 並 でん &。 义み W ぶ 
は •如何 じ 外な め お 巧を 株つて & て も、！ 化 利ぶ Sil 逆 ご なれば む树 S 利 一た S ためじは 化 的 S 
如何なる 巧れ も 巧み ざろ 现が じある。 そわは おた 的に 小 お S ザ W である。 哄洲乂 颗の巧 か ホの 
巧 おが W がの 人、 むみして 脚 ホの M お •ホ 和の 化 ホを たがして 的な 称齡 みつくぃ •こむ を耻 がい 



.乂久 ザ 巧の 投を たらしめ やぅ ミした けむを も •しかしみ w が 脚の w 朵な 巧は •それ-し ょつ： い 
さ* かも W きされ ホ、 巧 巧 閒留じ 常が すれげ をち 巧ぶ ぶ 巧を 激巧 せしめつ •あ 〇 •をつ W 巧 時 
脚を 自 財の がな じの みが 用 せん ミし つ k わる 现巧じ ホる。 

かくの 如 さ 巧 巧 下 じかて 田 巧 お 調を ち ミして 白拍 のが 大を犧 巧 じせん ミす る 化な 丰 がみら 
ば •それは 巧 お •田 巧々 して 白 W じ 巧く 結 化 ミな 60 だから 闻 巧の 華な を a らん ミ すれば をづ 
闲 ぶの お 欠を 荣卞 べきで ある。 円 W の 黄 巧は じ •、《 ぶの* 巧のと じの みめ おせられる 0 W ぶの 
がが が WW の# 巧々 化く 唯一の 晓 W で ホり ホ 巧で あろ ミ 云 ふの が 巧乂卜 •ぶの 化 化の 化 ぉで わ 
〇 •そむ だから 闲 W は蜗 ぶの がを のた めじれ 娩 ミして 巧み 器を する おのめぶ 巧が"^ 〇’ そむ ジ 
W お 巧 巧の おで ある ミホ 巧す る。 (化ぶ 巧ち 油な) 

をして化の闻ぶホぶじょる述巧か我闻じがて巧がし.试巧めじ巧な卞る-"-^にかてホしく阁巧じ- 
ぶ 乃ち 日本 ホぶ のむ あ々 巧々 一つ SW おの nw をぶ ちす る おなじ かても 共の 何れに 《 する や 利 
なしない ものが ホる 〇 化の 昭 W は 巧 じか W がな-が 巧な 化 ホ 無比のを 宅を# き 泣 天の F ♦小 •のが 
ぶ + 一に ホらざる なさ 巧 巧 W おでみ るたん •みぶ おがの もの じは みかの 中-がの 巧なる も W がみつ 
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てら « 巧 上 w f する のか おさ 巧で みる ミを へる。 


田、 ■家 tt 會 主義 

W ぶれ 會 ホぶ ミ 云 ふ 富 おは 元 米 巧 进のピ スマー ク まじょ つ. て か へら わた 「乂 テ— トソシ r リ 
ズム」 の巧活 で. 凡が のを かは 所ぶ 「杜會 わ莱」 のこ ミで あゎ、々 して 巧 ぉ卜 •ぶを みぶ する もの 
で お < •之れ が ホを 至が 正を ホ 巧す る 化 化で ホつ たので ホる が •巧闲 じがいて は 大ぶ八 年 明 
化 苗留素 之が 自己の 巧 おせる 化かを 「 W ぶな 會 ホぶ」 ミ 巧む つてから 「ビス マ— ク」 の 巧へ た 
もの ミは をぶ ホ 巧を 巧 ホを 待つ じちつ た 0 

W ぶれを ホぶ の お 巧 刺 巧 じ 巧卞 る. ぶ 巧は マル 牛 シズ ムミ はを 巧 巧な り •化を ホぶ (ホ f ホぶ》 
の 义れミ まし < 、卜- おち ホ、 を « •父 巧 まの 巧®々 中 巧を 公が 父は W 巧 化せん ミす 6 もので 
みる 〇肘 のみ 度 ゎが じ 巧して は •な 人め 巧みを ぶ A 其の 共を 化を A 巧し ない。 
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之 化を 左ぶ がければ 「巧ぶ w 會 ホぶ ミは 树 ぶの 力に 卜六 J て】 株の 化を h ぶを ww サん ごすら 
U. ぶて あを ミち ふて よ <• を 寡を 冀 のれを じな てが めて 化 お 的に をへ ば _ 天を 中を 

ド-」 巧 富 G 柔 S ホ i 受去襄 奮を 巧を 溝に ミ •やが 品 得ぶ かを 

.取佛 巧を ぶく しよぅ ミす る 思 化で ある」 ミを へる 〇 ( が W エ巧 巧." I か 巧.】 

巧累闲 ぶ杜會 ホぶ ミは れ會 ホぶ の 正統に ちて. 卽ち靠 々が留 声-ぶ 胸して 化 ホぶ 
がを « 巧す る ちぶを 調 ひ •修エ ボか會 ホぶ の ホが ミーる する 〇 ( 「化を 卜 化か」 な朱夕 川) 

姆义 な會 主ぶ-こ は巧畫 さを 至 葦る おなした 是 でな？ るなら ぶ 「 W ま 別によ つ 

一 Jt を ホぶ々 ち規 しよぅ ミ卞る ホぶ」 である 〇が してみ して ソ ァッ シズ ム 巧の ものでは ザ- *0 

でみ るが？ ッシ ごじ 历る 近ち -K 巧」 かて 7 ; シご菱 蟲-二 円 すべさ も- 3 で 言 
〇 此の 点では な 本 ホぶ も 巧が である。 (「おな 夕を をを」 化々 木巧网 巧) 

♦ホの 恵 見 

寞れ會 ホ 菜を 一 n に 5 ば曼畫 愛一 ちづく •へさ 援 § のが 巧 じよつ 5 身され、 も 
な 巧 話を ミ 案 < べきれ をち ♦じよつ て！ づ けられる ミろ の 招 巧みめ W ぶめ れ會襄 のぶ 
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で ホる」 ミ 云 ふこ ミが 怕 ホる。 卽ち w ぶが w ぶの ためじ w ぶじょり て 巧 ふ ミこ，" のれな h - おで 
ある 0 

巧ぶ は 帝 巧 ミ 巧 則され なければ ならね" 巧 同の か 化 ミ 共通の 巧 巧及义 化々 おする 一 がそ 

れ宴 拓亥堯 津襄卞 & S 0 たも G が W 妻 ホ A 。 一受が 他 接み 妾ち て ミ じ 

ホ 的 巧 肋を 加 ふるじま つた ものが 巧 W で ホる。 . 

阳乂化 aba ぶは 巧 じ W {ちか W ぶの 中 じ 巧 ふ ミこみ のか 會 U - ぶみ 巧す のでは ない 〇 たしを むた - 
らば 共を 主ぶ も 亦 巧 ぶれを ホぶ じ ルなら ないで ホら ぅ 〇 W 乂 化を ホぶ SW ぶれ 會卜 •おた る 巧け パ 
の ものは •云 ひか へれば 拍 みせを ホぶ の 本 餐めお 巧を なす ものは 巧ぶ が W ぶの ためじ W ぶ 穿ぶ - 
追ぶ の 手 ほ ミして 巧 ふ ミころ の化會 ホぶ たる ミころ じ ホる ので ホる。 これを 识 おの W からすへ 
支 あらゆる 瞄 巧を 化 巧して ち-^ の 化 苗に ホる ミころ の W 乂 をの もの、 义 ぶの 巧 化 じ^りす るが 
ためじ， 令用巧のな同め本なれ會の寅巧、 卽ちが巧たるお附みの巧乂を化ぶするジた^^じ化み 
ホ-ぶを かぶす るので ある 0 ( rw ぶか 會ホ ぶが 巧」 林 巧 $) 


ち函民 ft 會ま義 

.此の 言葉 i 巧 巧 巧 A じがて ァドルフ •ヒプ トラ— の 率 ゆる 「ナチ ス」 のな を じな つた M 供 トー 
人口 じ*^ する じ まつた が •化の ホぶ は火拓 じがいて W ぶれ 會 ホぶ ミ 大差ない もの ミえ てょ 
<•# 富が W じ 於て は 度々 同一を かじ 巧 用せられ て ゐる〇 
唯 3： おれ 會ホ ぶじが ては 「か讲 を 論」 が おだし < が 巧せられ， か W が一、 自两 巧】 の''*^ 巧が 
W ぶ化會 ぶぶ じがけ らおな ょゎ も 巧 巧で ホる。 がち 自 W 巧ち W おの 巧 ミ 巧自れ 々な 巧す 
る。 (# 田 エホ 巧な か 巧) 

WW れタ ホぶ は WW お， さ 一れ 食 ホ •さる おを 巧、. なるべき であろ おいて 五へ ば W おれみ 中 
ぶの 巧ぶ 巧 論は W 托め W ぶな でつ まり 一 佑 WW の 華 お々 ホ 化 ミし •巧 の 巧 於が 因 時 じ W んの 
巧 おで ある ミの 見が を 株る のでみ るが • W 朵 ホぶ ミ 曲 巧 ホ ホ ミが 巧ん を*^ する をが むいの ミ 
员巧 •灼 ぶれ 會 おお ミ W おれを ホぶ ミは わか も « の 麻が の 如 < 育む 巧な ミして 化の W ホ 去辨削 
する こ ミは 巧る 曲 難で み々 •又 K 則す る も tt おむ いこ ミで みる 〇 現在 巧 W じは ななた ろ W おれ 
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會ホ ホの かな、 义 は 由 巧 ミして 擧ぐ& ぇで む おの 巧 巧して ゐる ものは が ホし ない* 乂 か、 

巧の «« は ホ つても 自ら « ぶな 會ホ 某で ある ミ 巧して ゐる餐 巧で ある 〇 ( 「巧な 警 巧を ホ」 化々 

.木 典阳 な) 

闻 がれ 會 よぶ もみ 木 ホぶ ミ 共を ホぶ ミに K 巧して 化 ♦ホぶ W ぶのを 巧を 円め ミす ち おじが て 
は、 ぇさし < w ぶか 食 ホぶ ミ 0 1 である 〇 巧し W がれ 會ホ ぶが 共 ホ ホぶ じ K 巧す ろ理み a そわ 
が お ホ 巧な 獨を 制で ある ミを ふこ ミ じ おぶ を わかないで •もれが W な*^ ぶじぶ W すろ-、- を ふこ 
こじ おぶ々 おくので ホる。 

诗 ひか へれば 巧 巧 ホ おの ホみ 法 巧が プロレタリァの W 巧 的围お • W 松め# M じょつて 化冉乂 
のが ホめ 述か ミして 巧 はれる こ ミ じ W おする t ので ホる 〇 ( rw 乂杜會 ホぶ 巧 巧」 林 巧 化 
の 点が 闲乂 化會 •じがの W ぶ 円 度の 日の • 3 がみな 巧 する なじ 巧 ホ ホぶ をが 本 的に ■卞 るの ミ 
W 別し 巧る もの ミ！ 五へ る 0 
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巧 お— 曼 — SlSIlHi — 所^!!"!"! 
11 蹇で 蒙？—: 是 人； 「 i 凹に F * i 

uii— る。 おつて 星し い 怠 — つもので はむ いかの i ぇ ：: 夕 

ミ化爲 蒙 養が 近— 熬じお 化」 今昔 會義— こ 5 「墓 ぉを 妒 ，の个 
薦巧*^ザ15蒙夕董繁ち統磬？|ホを0蹇を著ん_、一卞る.，- 

さを？，】 ミに なつち そして 巧、 る是 ホぶ々 案の 巧 化が 誘 栗 ホ さを 圳 ずるた々 
に 特に 「寡 《を ホぶ」 ホは 「巧 闲宮畫 さ ミ 巧ぶ 入 もみち - 
疑 ホぶ は •賣 S — る 器を 葦® 器 じが Tt も 0 で 重から •雙 5 IK のが 

二 巧みの が 在 卞るこ ミ々 巧さず’ ぶる 巧みが ぶる がみを— 乂 か'^ 巧 化すろ こ、】 を ホ ft WJ 
• I せられ • —らちへ さす i 篇某 一人 2 でぁ— る。 化つ てな の是. た 
ぶは み 本 おぶ をを 定卞る こ ミ、 なろ わけで ぁ 60 

川ホ是 接の 信仰 C おへが •琴 是は寶 •山川 •菜 人 巧 巧 巧 < S 0 ィ ずる 
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べき もので ホる ミせられ てゐ るから •-を 人が 化を 巧が し、 速は 化 ホ货饼 及を な 獲蝴夕 をた 
がして ゐるこ ミ 自« が 巧が 巧 賄 じ K する ホ 巧で ホる ミす るので ある。 

化 じ R の日丰 セぶ じ 巧れば， 巧が 满の化 ゆるがは 巧 天を ち 化— ホね ゎすく 云へ ば W が 化せ 
ら るべき もの ミなる 〇唯 化夕 はぶる 特 ホの 巧な 財 ホは 之れ をみ 供人に 所がせ しむる こ-こが • 巧 
治 上 巧ち 指み 卜： 巧な である ミ 巧して をり •お W おが 时ホ のぶ ひ 均った 化ぶ を.^ おすら もので ホ 
る 0 

巧が W じがて •巧 在 此の 化の 代ぶ め W おは 「林ぶ 含」 「乂 日本化 ホな」 「巧 W 巧々 巧」 夕 であ 
る。 (が 巧 エホ。 おなか 携) 

日本 主ぶ じ 巧す る ニーの 夕 のちが 

「H 本 ホぶ のな ぶじな ては 乂じ化 n てぶ く 巧を 巧 じする もの もみる が •犬な 中心 ホぶ •日本 お 
卜： ホぶ をな 巧す る おは 何れも 共 班せ る 所で ホる。 中には 巧に 政谋歧 治を 弟ぶ し拓 化か 治の W ホ 
を まが 卞る ミが じ W 巧な 巧 さへ も 巧 やし •お ホめ じは W 々本 ホぶ めを 巧を 巧ろ かじ 化ぇ るん の 
も ホる。」 (「 特お夕 をを ま」 化々 木 巧 のが) 


「日本 ホ 巧は 的み がな を 水が ミす るが みま おじが すして ネ おを 牛-かしを おの 判な ミホ か ミを 巧 
おせし むる が 動力で ある OJ ( 「巧 ミの おじべき を」 ホお克 H) 

「日本 ホぶ のな 巧 中核は 萬 化】 系の 天を を 中 •む ミして H 本が おが 一も 固 おじぶ め ホ 巧を S し 

一切の 円 巧を 捨て、 此の 中 也 的 巧みの 中 じ 自己の 一 W を 巧け る こ ミ じょつ て 自己を ♦もぶ を じ 
生かす のを ミす る おの 信を ミ 度 巧の すべてを 巧す ものである 〇 」<r 日本め か# おを の 巧 WJ ホ义 
井蓝 巧】 

「日本 主 おはが 本 じがて 一つの 人 牛 巧で ホり W 巧稱 であ b おおめな；； 2 仰 じな つ 一つの‘： お であ 
ろ。 華ろ 巧な ミ もち ふべき ぷ 巧め；； 2 をで ホる。 お仰のか みは 五 ふょで もな く 犬を の 「スィ ラ 
.vnt」 で,$る。 け本ホぶミは 】 ゴじしてをへば天を敎でホる〇 」 。：：：^ホぶのが吟^:^ 中巧 
ぶサ V 
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ち 皇這ま 巧 

このまぶ は 近が 一巧の 人々 じょつて 巧 用せられ てゐ るが 乂拓 じがて ホ 巧め 日 木本ぶ ミは 一の 
もの ミ 巧て ょい。 唯 日 木 ホぶ たるが ボ 化々 W 勒 めじ 巧く ので 之れ ミみ 別 ザし 3; ん ミして 化の 巧 
ち 稱を巧 用 ザる もの ミ 云へ る 〇 ( か W エホ 巧な 必携】 

巧が ぶで I おのぶ 明を 巧す るのは なぶ ホぶ ミぶ 进 ホぶ- シの 別で ホろ 〇お巧 滿洲を 巧を すろ 
じついて 巧 〇 じ 王 おれ 治々 おちす ものが あ 〇, ホを 混材 して ゐ るが であるが 巧ぶ h はつ さ 〇 
W 刖卞 へきで ホる り 

王 迸は 丈が じ 巧が した もので ホり •円本の きぶ ミは その 獲 本 巧 林を 巧 じする。 个 この .みみの 
お 閒 される ぶを がぶ する。 

支 巧 人の ななは 巧 巧で ホり • H 本人の いなは ぶ 巧で ホる ミ 五 ふこ. こボ •お づ> •けられる 
べき 巧 巧な w 圳 である。 ぶが 人は# 睡人 ミ！！ 2 じ < 巧學め WW で ホる。 W 巧 ミ も 巧 竹の 巧 ホ だる 
こ ミ じがて サ ホの 巧 巧で ある。 化し ホ！ g 人の 珪れ は化辨 的で ホつて •お ♦•な 巧が その 中 也で 
あり、 义ザ 人の 理れ はだ 巧ので ホつ てぶな かおが その 中 也で ホる 3 巧つ てぶ 巧 人の 天 じ 村す ろ 
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倍 仰は 巧# のれ 巧の もので あつて •日本人の かに 巧す るぶ わめ おた ミは をのれ* をち じすろ。 
ぶが 人は 天を W て 化 ホの 巧み ミな し、 巧 較のぷ 巧 的で みつた 天の がな が' 孔 とのけ 化 にがては 
化 神が の 怖 お々 巧び ホた ゎ、 ザ ば 巧# めじして ザ ばぷ輯 めで あつた。 なる じ 化 化 •乂 ，刚 のげ 化 
じちつ ては •これが が 巧なる 朽# にお 化す もじち つた 〇 こわに ‘ u して H 本人の 神 じかすな U 仰 
はお じ宗巧 的で ある 0 

つ义廊 人の な 巧 ホ おは •公正の がな を兹化 だしめ. 施が を 適所 じ 化く ミ玄 ふが 则 みかりな 
しめ、 をに 「おを ホの な 治」 ミを ふ ものを 化み 出した 〇卽ち おもがな なる ものが 巧 ばれて 太す 
ミなる ミち ふ おなで ホる。 を 巧の 歧 ホは 卽ち これで ホろ。 がつ てす 巧なる •乂子 U をの 化を ちは 
打 ばなら ね〇 これが そのが 点で みつて •闻乂 中 •むの かなを おれ わ〇 これに W して H お 人の：； 3 な 
は.：- ルれ 的で みるから •巧 W のを まは 化に 神の 廷 おでんり . WW は 巧に 神に 化 ふろ S ® みけて 
な奎じ 化へ る〇皇 を も 亦 神の 向 巧を けて •をのな 化を 化ち. こ、 じ 化 ホ じな びな き 「バ权 のぶ 
巧め が 八：：」 ミい ふ闲 おを 生み 化した ので ホる。 

fil ミがの壬进主おミがするは， この巧ホめ^么ゎらか巧したる投をを五ふのでホる。卽ち 
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灭 子は 上 巧の みを をけ w を おん 6 化が で ホつ て •おつて 人 w を ホ おじす る こ ミが そ w ぶが でん 
ち もし そのぶ おを なつた 巧な じがて は. 天子は をち じを のな をえ ふ〇 ちその 所ぶ 「 S がの 乂 
下を 巧る はに を W てす。 その 天下を 失 ふは •小た をけ てす 〇」 ミは 卽ち をのむ A である 〇卽 らお 
がの 王 お まぶなる ものは •巧す るに 人 W を ホが じする ミ 云 ふこ ミで あつて •をの 人 W を ホが に 
卞る條 化 だけが 巧 ホが なの 巧 山な ので ホる。 おつて 天子の 化 ミを の U な ミは I がの 父 ホ 化けで 
ホつて •ぶが 人が 「乂 なは か ホ そのれ をの •かずを W なを W 、 かす その おを 巧 •かずを S 巧を - 
な」 ミち ふのは おする じ. 乂 ドを ホ おじした るが ホ S 報が をぶ くので ホる。 化 ホから 吾つても 人 巧 
W か。 言 つても •そ S 閒が 化 •功利め 賊巧 がが ホして ゐ るので ある 〇ぶ紀 じ 「巧を 撫卞わ - 
ば 則ち お •巧を がすれば 則ち 巧」 ミ 云つ たの も •かぅ したみ 利 おぶ をゴ ひかした もので ホぃ、 
同じく 苦 おじ 「皇天 かなし •諸 巧を 姑く • W •む 巧な し、 巧惠 化げ く」 ミな つたの も 同 I のを ル 
で ホつ て、 天は なみる ものを 助け • W はお ホる も W じな く •こな ふこ-、- そこ じ义 W 人の 巧 がん- 
ぶ が あゎ •そのを 巧が かを ち ふ おじ、 ホ おじょ つて 化を ち ふ 所け で ホる。 斯 のかき 功利の 技を 
巧は •日本の せ 段说巧 ミは をく -U 巧なる ミころ で •巧す る じ 王ぶ はか 利め であろ じ w し •なぶ 



は なる が芭ゆ まな 的 おなでみ つて、 种ぷの 巧を みお g したる 巧 ホが 一の 巧な なるな おぶ 巧 

推 

ミす はねげ なら' め。 ‘ 

，かぅんた 生 道 ミき： あ ミのを 別から、. な 巧 ごの 十と 八 接の# M 投 をの 巧を を ふ 巧 ♦じ、 ぶぶ 
の 逆 巧ぶ がは 立つ たのは 巧 巧な こ ミで ホる ミい へる。 保 巧 EK のかき 巧， J ホ-ぶな ろ じ W 
レスは • 4 巧 人の 巧が まぶから 巧た 主 逝の あか こそを も 巧 巧なる 藥 M で ホる。 ながの 利己 ホみ 
な 6# 制 巧 ホを 夕 むる じ 「阳が 阳ぶゼ ば 犬な. 水 < をらん。」 ミ か 「巧 お 天下を 义 ふは その W を ホ 
へばな ゎ 0 が W そ々 ふは その •む々 そへ ばなれ」 ミ かすつた ほな か 巧的进 をが 《 めて がみな のでん 

を-:: ‘ .. 

H 水の 女 近 じちつ ては •，巧 一^のを 致め 巧な であつて： およそ# ミな ♦るので なければ •巧な 
« れの出 米ない もので， ホ A 。 な賴 IX のわきせ 巧の W 巧が 巧 己 ホぶな る ものに ミつ ては •日本 
のを這は'ホして巧«の化米ないものである。 ろ日本巧：^^!|叱」 あ來巧进* 
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八、 乂/ラ^!* プム 

是ホ おお 的 日本 主 巧の I 巧 ミ 巧て ょい、 化の ホぶ はぶの ホち ttn た 〇 しま 机* 巧が 巧 切して 
ゐる ままで r スイ ラぞズ - i 」 ミ 理卞る SKS 巧を 巧 巧して ゐる〇 

そして この 語が について は 巧 W 天を を r スメラ ミコト」 ミな 稱卞る じ 化で 是道そ おか じ 保 化 •を 
威々 せ 巧 じ 8 接せん こ ミを ホ ホ ミして* 巧す ベ < ぶ稱 がけた もので、 巧って ザの 本 R は觀巧 h 
ぶ ミ 良 ー ミ 巧て よい。 


み ■ It ホ義 

用梓 主義は B 丰ま考 、島 じ < 巧を 古 < から 巧 へらた 丰来 B 巧 巧 巧 思 巧ホ赛 し-; 巧 W ぶの 
傅統 そ！！ 冷 ザん ミず る もので みつたが •な ホ あお 巧 ♦ホ 巧 巧 巧の «興じ§ ザら れ て，# し < 
其 じ變 化々 来。 た。 
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卽ろ巧 来は 現 か ホ 為 巧な ホ こわつ て、 マルキシズム 迷の じ おしても 必 なめ じ旣巧 政な 力ま 资本 
おおを 擁な卞 る こ ミを けて 其の 巧 かで あるかの 巧に 巧を 化けられ てがたが •巧來 巧が 非が 時の 
を 下じ旣 巧を 巧が ホ？ ち’ 巧 本轰制 養の ものら 化钟 され •お 討され •をして 蒙が 
だを しきもの ミして •之れ が 制 巧の 打 巧 さへ 叫ばる、 じ 至つ たは •蜗巧 去ぶ も么れ じな ホ し- 
み 本 ホを ホ ホ t 其の キ：蒙 お f する じ まつた ので あち 

ち ひか へれば •巧來 のかき 現 おお 肯 をの 下 じ、 ホ 化 巧 ルタを 主 巧した 現 化が 持め ft 巧を 化して 
おしく 巧ぶ 巧會 ホぶ 的む あ々 化かした もの ミ 云へ る 0 


- 〇、 •本音を) ま* 

さ本击 ぶは. 巧 本 ホぶ の 都 m 中古 •中々 策 ホめ 政治 おか 轴巧 じな 巧し •お 政 おぶ ホの それに 
似て •を 村 本 化の 自治 化な、 巧ち】 巧の む 山 巧な おおを まが する。 巧し おかか ホぶ の 一 化で t 




なく、 彼夕は 天を 關じ おし. みかれ ル かれ、 化が ミぶ 巧 ミを 剛詩 する、 そこでな 本卜 •ぶは 的ぶ 
ホを ミ •巧 かか ホぶ ミ S 不目 がな お 合 巧で ホろ ミ玄 へる。 

巧 巧に がける 化の： 化の けぶ 的 w おは •むか 則 一: 化の r 円 お 農 K 怡會」 ，岡 本 利を 一が の 「化が 
ホ 同规 J 、 祐が巧 WS 吕ホ 客」 お 孝 一一 廊 SS 巧き 「をな 巧」’ ホ W ホな-がの 村 ホ 
化 同 お」 及が おな 一 郎； がの r 闻 W が 化れ’ 一ず である。 (が 出ェを •巧が 必携) 

卽 ちな 本 ホぶ は •现 代れな 化 巧を 巧を 中. むの たお 及 お で •なれを がが せし み • . z ： ホを w 
巧す る もの ミして 揉 ザす るので ホる。 


M 、 フ アツ シズ ム 

フ ァッ シズ ム は. 儿米 一 供の...；^ 苑 ミして が W せら わた ものでは なく 》 ィク リ— 巧が ムッソ リニ 
が 巧 州し， だ 巧し 來 つたが を 辿つて、 な 人が かう もみろう か •ホ、 もみろう か ミ 巧つ たが お， 
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一二 來上 つた おがで ホるな じ、. 二月 じ 巧め して 化ぶ がける こ ミは みめて 困 《 で ホる が、 化 のれ 巧 

♦ 

を 列 ホ すれば ホの 油 ゎで ホる。 
r 巧 W めぶみ じ なつこ ミ 0 

二 •化々 ホが (の 論 共を おおを をむ) をが ザす る こ ミ 0 
ご 一 •現が せる がかき がを 制な々 ホ ザす る こ ミ 0 
の •巧 巧な 治 ホぶ を 巧る こ ミ。 

近が 巧惠の 「闻 W れを ホを 巧进 々が ホみ ピ ( がが ナチ ス 心が ホ おな 巧で お 巧した が， 此の よ 
巧が 乂度 じがて. 卜：が のれ 巧を 巧し. ムッソ リニの ホ 巧 ミの 巧 ふので •化 人から 化の 化ん ファ 
シズ ム をが ホろ 巧ボで みる ミが 巧せられ て & る。 (が WH ぉ. 巧な かな) 

巧ち フ ァブ シズ ムは •豫 め詳巧 正が に 巧 嘴せ. k れ •推 巧 かけられた をぶ でな < w 巧の か $ か 〇 
ホれ 化た ので ホつて、 ちかから 巧を めでは 彼く W 巧 的の ものである 0 

巧 田に がて ファ プシ •スム め わ* 法 かが w ぉにな つたのは 巧 巧 六年扶 巧からで •化の 巧 おのす さ 
まじく、 巧 麻の たの か < •おぇ « る じちつ たのは、 々本ぶ ホょ 0 ボ ホせ るぶ 巧 ザ や •化み 皮 ホ 
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^1^政ホにおするサ人かな相がな時の巧でな<な ク たのミ> がぶ巧巧の 化あじ化るれみ-个貧度 
生の かき' サ 3^ 巧 尚が か ホし、- 史じ 滿洲事 8 じ 巧 巧せられ たなで ホる。 日本 拍ぶ (W 
W ) れ會ホ 巧、 巧 本 ホ 巧 等は， フ ァツ シズ ム巧じ 38 する あ 化 ミ 云へ る。 ( r 巧は をを を ♦ど 佐々 
水與 阿が) 

フアプ シズ ムは な會 ホぶ を ホ 巧し、 ちが 獨をホ 宪をホ 巧 する、 ィ タリ— の プア ツ シズ ムは •ム 
ツソ リニの •巧进 の ナチ ス は、 ヒプ トラ— の 期な F じみる a (而し •フ グブシ m の 巧 接は •共 ホ- - 
{か ホ 面の が 巧の 巧、 おけの W 乂汾视 ミが のぷ巧 だけでは 之が が 巧が W 米ない 巧 •小 ホ 的巧说 
がが 力を なて 巧つ たので ホる づぶ會 ホぶ を 円して、 凡俗 ザち 化の な ホが 篮だミ 五 ふ. み會 はか - 
の睽つ ミころ •いかじが ななる 一 倚 人の A 巧 もネホ ホの W 巧の 贿 には • I 脚の か だ もぶ 32 らむ 
ない、 そして 多を ホので 巧め 凡 化 化 あのろが 生れる、 だから 巧 あじして 化， ぶ あるが して 巧 おめ 
なな ホを；；；： ひがない、 おし W ぶが 一 傅 人を て •この 獨巧巧 導 じょつ て 一 巧 じ 進むならば 、聞 
{お WK の ザ 巧の ためじを 乂 のが 力を を 巧し 巧る であろぅ •ミホ 巧して ゐる 〇 ( お 化 巧. 巧 姐な】 

~ 1 一の ホの 息な (か會 まぶめ お 巧を 示ず ものの ホ 巧ょ 〇 .ファ ツ シズ ムじ 巧す る 化が) 「フ アツ 


シズ ムの 意を は歐 が 大匙な を 木 ホを の 一が め 化が じがて 巧 牛 •した 微ぃ M 汽本 ホぶ の w のの， w 。 
めのは 治 動向で あつて、 資本 ホぶ 父は お 正の ためじ、 I 面 か 防の W ホみ ミして •プロ レク 
リ ァぷ勒の抑ルを目のミ卞るおじ求められ， をして巧治ホカミぶお巧本の巧1^??^の逝おじあじ 
てが の お 脚を ミ、 のへ •资展 し ゆき •脚ぶ 巧 本 ホぶ 雜 ぶの 方向を 巧る 0( ィ タリ— のフ ァッ ショ 
は ホ 巧は W 閒 のか 采ミ 巧す をが 则 ミし， 共の 巧が のみを が 制せん ミして ゐ る。) 巧の 嫩力か 中 
めの 巧 力は 治で ホる ミちへ る 0 ( 「フ ァブ シズ ム硏 光」 化々 化 お】 

「フ ァッ シズ ム はみ 闻巧本 ホぶ のを 巧 じが 化卞 るた かじ > おみ のじが ぶされ た円然 巧ち のの ぷ 
巧が 態で、 その 本 巧は •巧 巧 主ぶ 時化 じがけ る r 巧 本 主ぶ is 渐 J のた めの W 刺め 巧 約を 化すべく 
ホれ たもの じかなら ない (「フ ァブ シズ ム硏 究」 河 巧 ホ) 

.「巧々 ボ ファッショ •又は ファ ヴ シズ ム ミち ふ ミき じは 闲 W ホ 発の 化 おにぶ 巧し •か會 ホ 化の 
度 巧 じ ホ 化した 巧 利 •または 思を を巧稱 する ので ホつ て •ホ ミして ィ タリ— の ムッソ リニ や ド 
ィッの ヒット ラ— が W 巧し •筑 巧し つ、 ホる 迷が や •化が の 巧 ホけ々 袖 出 括を して 俩く けんで 
ゐ るので ホる 〇 ( r ファ ッシ ダム 巧义 J ホめ ぶ 巧】 
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右 速へ た ニーの 者の 息な はがを せる 巧 じ •か會 ホ ホの 义 ょ 〇、 フグプ シズ ムじ 巧す ろ 巧み リ 
解な をな したる もので あわ、 その 解挥 のをを は圳 ミして、 今日 資 巧閒进 ミして 誰械 のかみ ホぶ 
援 は巧會 にがいて、 ぶは ビラ、 霉 じかいて 「7 K ッシご 反 巧」 な畫巧 をぶ 示して ゐ る》 
がで ホる から. をのな 巧す る 化を 的を 巧々 知る ー ザの 资料 ミして 巧け たもので ある 0 
かフ ァッ シ m はィ タリ— で 巧 ホした 化 巧で ホる こ ミは なじぶ ベた 站〇 であるが. その ィク リー 

のフ アッ シ 3 ミ， 巧 W のフ アブ シ 3 フ ァッ ショ ミを 稱 づけろ こ ミは 正し < な いので わ 6* い 

一 おじ この 名の 下 じ 論じて ゐ るから. ぶは 巧 化 ファッショ ミ 云 つても ょい 0 ミは 强 ホの 巧 

巧を 巧 じし •目的を 異にし •主 まを 巧 じする 0 

ィ タリ— の ファッショ 巧 巧の g 巧は •まち ミ や 巧 辟み じある のじ 比して. 巧 闲のフ ァブ ショ 进 
がは 巧ん を议 巧の 化 巧 じある もので ホる。 ィ タリ— の ファッショ のれ わの よを ょ • H ん のか ホ 

をみ おしてな 巧が ホは 巧 ぉする が •巧 W のは 俩乂 めかで ミ •ながが ホを ぶは々 ぶし、 ぶは が 桃 
卞るゥ 

ィ タリ— の ファッショの 正 おゆかは •おを なじみる ボ •巧 闻ゆ ファッショの 壬： 曲の 巧は •々卜 


— ( 巧）- 


ぶ ミ •を ホぶ ミ •皮 震で もる* 4 夕 v « のフ r ブシ 3 は 自ら を ホ々 • SI 化黨 では ホる ダ 
政な ま 菜 じな 巧して ゐるじ 巧して、 巧が W の ファ ヴシ 3 は 政 巧を を 巧し •をな 赛 化を 目め ミし 
てゐ る〇ィ タリ— の ファ ッシ 3 は ホ おに 巧き を® < が •巧 W の それは々 なじが き々 おいて ゐる〇 
巧よ ゎ このを 圳 じよつ て • 4 タリ— のフ ァブ シヨを 是ミ する もので もな けれげ •巧 W の それを 
ホ ミす るので もない 〇唯だ •.巧 巧 巧 田の 右！® 围體 々フ r ブシ 3 巧の ミ稱し •それを ィ タリ— の 
7 7 プシ a 巧 ミが 巧す る こ ミは いけない。 

巧《の政ホぶの中じは、 ムッッリニが田事を一#じちひ， ^一^^巧断す石のををて、 痛か睾ミす 
る こ ミから •自 なじみが 巧拜の 巧を よれ、 をの 政治を もな 像し •が » 風 おの 技 おお ^ のをす じ 
は • WW が 生々 巧 巧で みろぅ ミを ふ もの も わるが •か 何な 6 巧 巧が 化て 一二が 六 巧 ミ のかしても. 
一人の 力 じは 肤 々が ホろ。 巧は 田 おを « じ自山 ミホ 巧を 舆 ふるの 外、 1 W の 勢力を お 巧す &S 
をはない 〇巧ら じ ファヴ シヨく ミ » ざ 立て、 •肝、 むの ィ タリ— じフ ァブ シ 3 が 巧を したる ♦ 
がをから ホ • H め々 知らず •政經 去なら ホ •ホぶ々 からす •唯 共の ち 巧れ 動じの みみ ホみ をな 
へて、 とれ じ 化 はん ミす る こ ミ むせね。 


— ( ごり- 


ムブッ V 二 は B 本 じ プア プシ 3 の 巧び がみる ミを ふこ ミを 妨 いて、 がな ミして、 ファ ブシ 3 は 
ィタ 9— の！！ 出 占では ない ミを つた ミの こ ミで ある。 

をし i であ 6 ならば， そ Sin* 時 ホを がく もので み 6。 (r&AS の 日本」 れ皆與 三 一巧) 

フ r ッシ 3 なるお まは 乂拓 「ホね」 ミ 五 ふこ ミで ホ& •ム プソ リニの 率 ゆる •一! シヤブ K は 常 じた 
を 多 < の 木で ホね たフ アブ シ 3 ミ 稱卞る ものを •を こへ でも 持ち ホいて ゐた •をして を じは そ 
の 巧 シヤヴ 保 そのものを ファッショ ミ 巧ぶ 棋 じむり* 史じ巧 じて ムプソ リニの 巧 力 政 ホ その も 
のを 巧 じむつ たので ある 0 


二 |、.«舍7 アツ シズ ム 

化 ♦フ ァブ シズ ム ミは •巧 巧 ホぶ 肴が 化會 W ホ々 某# ホ 巧して •お WS を かを を ♦て# ぶの 
で ホって 「マルクス ホ-ぶの がが を •なれる 爱 W ホぶ でみ 〇、 なおぶ 本 おおの 巧し さ段附 じがけ 6 
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巧し きお おのた 》 の 巧 用 ホ 巧で あろ」 ミ 云 ふを ホで ある。 

がを ホぶ ホ じちは せる ミ •化會 お 主々 ぶ も、 巧ぶ 肚會 まぶ も •日本 ホぶ も 巧 •巧 本 ホ 巧の 巧し 
い 巧を の 巧で ホって、 巧 本 ま 巧の 巧 長で ホる じ 巧ぎ ない •ミ兒 るので ある， 

•加して 其の 中で、 化會 がま々 ぶは せを ままの 佑 面を 站 つて ゐ るから おも あなな 化で ある ミ 云 ひ 
とれを れ會フ アブ シズ ムミ 巧んで、 巧 逆の フ アブ シズ ムミ - i 圳 して ゐる 0(# 川て 巧， 巧な が 巧) 


養 乙、 大 SMS まな 

白を 人種の 巧 あじ 巧 伉して •をな 巧 巧 巧 おのが をな 同を 脚り •巧战 をを みけて ぶれが S ホ ミし 
て おんで 世 ホを 巧 族の 同化 « を じかる 巧 巧め サ ホ W ぶ々 K 巧す る こ ミを ホ 化する， .かして 化の 
中： 策の 本 巧 ミす る 巧は •日本 ホ 発の 自闻 巧は 化な ミ-をす る もので みろ が •おじな ホめ 巧 かを 
ホ 巧す るぶ が 化の ホ まの 特 巧で ホる ミちへ る 0 


叫 油）一 


义も 化の ホぶ の 巧が は 一 じ 巧 巧 巧闲巧 巧 じぶ くもので •卽 ちを w 巧な の 巧 ホめ には 巧 w がに 

日本 巧 W の自 巧を をぅ 卞 るか 尙 巧な めじ 

0 日 木 义化及 日本 巧 おなじよ る 化 W 巧の 丈 化め、 れ 食め 同化 篇を 

V 日本 巧が たる 天を 中、 む 一ぶ め 席 袖を 化 巧 巧 巧 ミ する 化 Ik おの W ぶめ お 化かた 

を 巧るべき もの ミし •日本が 神の 巧を たるべき ものである •化の ホぶ を】 口にち ふなら ば ’ ~B 

» 

本を 既ホ ミして、 を-な！！ 巧 W おの お 巧を 巧らん ミす る 思 巧」 ミ 云へ ろ。 ！ 


一因、 主 獲 去 Matt のまな M 

(巧ぶ 巧は « た 年月が じ 中 私、 ホ) 

、黒 能み (旣 转响 £ ir ) 1 

一' 巧 人は < w のを 巧を 巧 3¢ して ホぶ 义 化の 乂 逆を 明が しあんで お 巧え 明の がかを 凶い か糾 


，巧 w お 興 おの 巧*^ た 6 こ ミを 期す 0 

を 人は 化 ホ おみの お まじ おして 人 巧の 自由を お 巧し 時 巧 じ 化 論を かきた 化の 化 率を 防 巧 
しおな の 本け々 巧 巧した る 酉 おのな 巧を 一 かし W つて 天を ちぶの 技巧を 巧蛛 せんこ ミを 

期す 日 

ili お 人は 现巧制 巧を 塞し 外义を お期して 寶のお 於を 凶り •巧め を 案して 拷 のが 利 
を增 進し •なみ 政策を なぶして 巧 巧 問 逆を がみし けつて を を 巧 W ならし A んこ 
ミを 期す。 

が 苦 人は ボ乂轴 をのが かを 奉 « してかぶの お A を おかし •脚 -ii 巧 あのな を ホ けれて W れが 
脚を ホ黃 せしめん こ ミを 巧す。 

が 苗 人は な 米じ议 化せる 巧 化 わ々 のが 本的边 ホを 凶 〇 州 おじ 巧 わせる れ巧 S A 化 ♦を 
ななし W て 大巧 W 化の 公 おを がをお 七 巧 建せ しめん こ ミを 期卞〇 

一一、 大ぁ赤 ふ 脚 お S ザ 年ち) 

1" & ま々 中 也 ミし か W が お 神の 統一 完巧 じ務 わ。 


一（ 4 C )— 


n sa の# IK をを くす る 凡ての おおじ 巧し 共の 規 がを かす。 
.{11 巧3|去れの巧键なるををを庶»卞0 
賊巧ボ じ おせず I を W 巧の 轉巧 をぶ ごす。 

S 巧 巧の W ぶの 巧违 じな 力す。 

ミ 皇道 菜を 為寶 S 月) 

一' を ま 中 也 主 おを ミし ぶ投 おが のぶをむ す】 ミ。 
fi 田 お ああを 善導し 化 巧 至 巧の い AA をみ ホす る こ ミ。 

乂巧巧族の裝外爱ぉじ巧力するこミ 
邮 巧な 機巧々 刷 巧し 化 ホ 自治の 穿 違を 凶る こ ミ。 

.が 巧 ま 興 美の お 興々 巧し 阴巧 をた* サ しむる こ ミ。 

5? 巧 这を义 の 乂をお 作し 闻 ホ々 ま 巧す る こ ミ。 

因、 な « 化が なお SI 八 sg ) 


— い1 ) 一 


.1 H 本闲 おの お 巧を 阳 巧し •を 溢を か ホ じかかん こ ミを 巧す。 

1 1 か ホ 巧 巧が 巧を 化 巧し 人が 巧が 巧 巧の W み ♦けんこ ミを 期卞〇 
人巧典がの乂おじおき巧てのお狭め化化を巧媒 せんこ ミ を巧卞〇 
邮 化を 化 ホの おがを 糾 巧し 之が お 巧を 期す。 

が 巧西义 巧の « 合を 巧り 純ち 义 明を 巧な せ も ミを 期す。 

ち大 H 木闲 がを (が邮 li 解 叶 5田 香) 

なまを 中 私 ミして W おの 統一を かれ をん じお& をい ふ麥。 

一一 政 冶を か进 じょ 〇いバ ひな ホぶ じ佔 ぶを ザら しむる ち 

ITi 巧 的 邮ムロ W 來 二十 年来が の 天 巧々 おが 班 化 ま寸化 K かみ じ 巧し わ. 之を お ふは H 仁 
の 天が ミなず る 羊。 

W 巧み 炭 かの なを 巧め 巧 W の 化かを 其み すろ こ ミ。 

iS 巧資 のな 力 じょ々 巧 本ぶ 巧 化 ホ W ぶ S おが 巧 巧を 凶り WK 牛： 巧 S 夺化 を， 处ゼ しわる ち 


~( が）— 


タホ 化れ ム w 《が觀 跨ナ 和—) 

- ホ 化は 化會 巧げ のがを を 巧 巧し、 人 巧の ホ おを がかす る ts なる がれ じ 本# は r 化けつ 
て 之が 防 巧 じ 件ず べきを 巧 ふ。 

二黃 本ぶ の 巧 暴 ミを gsw を ミは 巧が 化か 助 おの 瞄 W をな すが かじ •か 本ぶ •なを じれし 
て 極力 化ち々 促す。 

S 巧 化 巧 動は 历來 社を まを ミの 巧な じ 仏り 夕<巧 解を をけ たり •巧 じ 巧が 巧の 叫びた る ミ 
きじ 何人 かと じだ 巧 せん， 本 會は性 力 巧 お 蓮 巧 wtt 會 ホぶ ミの み 巧を 刷卞〇 

主 •滿 巧を w な g が-麻を) 

大日 ま |お 々笛を らしめ 的ぶ を. 水へ じ ホ 山の 安 さじ 苗かん こ •、を 供す。 

二滿 巧の 巧 巧を 閒 旁し 共の 巧 巧々 がかん こ ミを 巧す。 

S ホ 化の な 入を なおし おんで 大巧 おな 人の 糾合々 凹り U0 て 巧 乂陆じ 巧が せんこ ミホ 供す 

X 

阳 化が 公 巧の 巧 たる 化 化の 加ぶ を 巧 时 じし W つて 後 H- 祝を 巧 ふる を 策かん こ ミを 期 


八、 乂 ぉ な 義十 l ^ J 

一 乂統れ は ホが ある 巧 ながの たん ホが 巧 度の を ホに ょゎて おげ れ たる 化 巧たり。 
fi 乂統 化は 巧舆 日本の 汾ぷじ 副は ざる お 度个巧 巧なる 巧お冉 巧のを 度を 供卞〇 
大統化はおホ亞化巧請が族の乂回》おを策し$はれたる巧かせのを巧を供卞。 

W 大巧れ は 巧んで か » の A お的续 巧々 おち 人 巧の 平夕乂 W 貿 接の 自か ホが 巧し 化 ホ 人 巧の 
共が おを ホ 巧卞ゥ 

む大 HWi は】 切の 巧の*^ おの 致 巧 お 巧を W みず W 天の* ii 一審 巧を 使つ。 

み乂呈 is お 熱 § 年 こ g ) 

" T 化せ 愛 W 幸 巧な！！ のをを が ミし、 己が 巧 柔じ巧 田すべし 0 

fi た 道エ ま々 な ミし、 巧を じ 供のを々 おろるな。 

iri 自采 のを々 巧し 產 R の、 む々 巧 ひ 共 巧巧 巧の 度々 みけょ。 

TO 巧みは 巧の かく 巧みは 子の 化く 巧々 H ぶは！ ぶ义 巧たり、 巧 分の々 ずる g 化 水乂も かせ 


-C ^ )- 


r ホ 化々 は 点 ひじ か织 しみ K ひじ かれけ 义々 - II ♦をろ w か^ . 

- • 

ミ.. 神な ぉ而若 革-月} , 

• i 卜皇ま 中 も WW 相 巧の たぶ じ 括ち てぶ 51 をな ホし W 巧を む# し W つて かみやれ ミ W 义 W ホ 
じ 巧 せんこ ミ々 巧す。 

^ 巧ぶな ミが かの お 巧を曼 こ ミ。 

ほ；！^ みか おのぶ 葉 お ミが 唆の 篆化 おを かを ミ。 

W W ホ：^、 巧 S 乂お をれ 巧す &こ ミ。 

巧 公衆 の乂 逆を W 閒す& こ ミ 0 

; W 皆み 而彎 培.. < 

*_ •か 人は 化が か 室を 巧ぶ。 

じを 人-け 巧が おかの 大 むじ おつて 畫 ホの 巧 巧々 巧す 0 
迅ホ人 化が， 4 •ダ.；； .X ム なじす 大 クシ ィ A み# ホ〇 . 


w 呑 人は 胜會 各な g 备估 人の 王 巧 ミ自み •とを ま 《卞* 

S る乂は資炭窗巧の赛？9^^暴をホさホ。 ， 

V. 

1 二、 とを ま ！ S (55 装% を 清) 

一 巧 等は 巧 W なをを# ホ： して これ々 asM 卞〇 
二 巧 ホは S ぶれ 會の巧 序 巧な ホ及ぴ 5* 巧 巧 じ 巧して 巧 規卞 • 

X 

U 一巧 ミは 公 巧の® ぶ お 巧者を はて 自任 卞。 

巧 かまは 巧 巧々 排#* •しお ホ ホぶ を ホず。. 

ごう 巧 W 化 (•調た 款 ，) 

」 夕 W 化は 巧 支 間 逆 及び « 巧 脚 曲の 硏 免を 巧す。 み 削 曲の 公を する おにれ U たるん のは 曾 
議に 化々 a 々なる 进 B を 巧す も ゆな ゎ 0 

二本會 はた 煤 «« な定 S ぶけ 及び W 义 おじ 化か 彻进 のが 义 をはて 目的 ミす る • 
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一 4* 巧こ卜 •へた お 十五を！！ 月 一 - 
- W 闲ィ * 一 平 留拼！ 度ち 

一 本： S 巧が S 大巧み は 巧 の 巧が ミ かが WKS ぞ 巧を ■ろを W て 目的 ミす。 - 
二^化 命を ぉす 巧ん 闲 W 巧 神の ホ 巧 ミが 巧の なをた ホ おす。 

S 化イ のが 巧を： £ 巧 せんな 巧 巧 WW がげ 中正 •巧を 巧 的 •博 巧 巧む • S 义 A ホ* ぶ サんこ 

，’ ミを 巧す。 

- 

を. = .：4 み (I 項な} 

; H 七义化 たれの 巧が ぉ巧义 化の 篇を〇 

一一 化り；^ ホぶ め 化か 巧の 巧サ〇 

:二 •を W の a お ホ H ^ s がが 0 

W 巧 巧 卸の な 八、 巧 巧， 

K 向よめ巧5^むぶのない^0 
/1 

.夕 ■ * 

三 ハ’ がか.. む：.. {線 裝た J ; ..' ‘ 


明治 天學の 巧 i を顯 巧し •个 ホ-巧 下の まけを ホ K して 的 w ながを かが、 し A ザを 巧 王し 
なつて W 板の 巧 ホを 巧が せんこ ミを 巧す 0 
二な 育 問 巧 じ M 卞 6 が巧を 討で しけつて 村 速の 巧が じ 巧 だんこ ミみ W 卞〇 

一心、 W なみ { ff 始； 巧 ち が) 

を か 巧 W の 神 かを がちして た 壌が ぶの か闲 がみせ もし 化が そ W 戊 献み本 公の ゼタ、 •ぶを 
的 巧な ミの 巧役愤 .巧を 供す。 

二 巧 巧 政 巧の 巧が をむ# して 天 貪 わ ホの がな 内ぶ 本な のれ わのを いを 期す。 

一と 恩 巧 ホ 义を拼 して 自ホミ 正 お ミを 典 巧 ミす るな 父を 巧：： しは て WWW ♦のぶ 巧 巧 K 
を 四 〇 吐つ 大巧 巧 曲 •主 巧の 巧 巧々 巧す。 

^ お议乂 ホの 巧 巧 ホ： E 巧的ボ かトタ W 々が おしれて 白 ホ 的战 防の 安间を 巧す， 

お 巧本的わなけ巧戊棋がのホ巧を巧いし化ホホのが巧， 中左なる怯请む度のをけ4パ^^の 
が ホ 巧：^ じ 仏つて 阁 々の ホ 巧 4 WW おぶ のぶおを 期す。 




- \ V t 、大正 八 ザ かみ • : ホが 地 ホユ ww 一 
- / が ィ '•一大 川 巧 巧、 - M ' 巧？ 巧 一 

f ホみ め 大巧 巧 S 巧な 巧 巧 

二 WW 伤 神の が边 めが 命。 . . 
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ご 一 逆ぶ 的 巧 か 巧の な 明。 - . 
のが 化が がれの 巧 A の’ 大が树 め 組 巧。 • . '. 
あみ W 改 ホが 態の 巧 巧れ 許 巧ぶ 0 : ■ 
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一化、 が 化 れ 一5^疑計2啤制財^!?解苗載|巧な ；巧一 
一 が 巧 H 本の 巧ぶ。 
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田な 治 生を じがけ るトタ S * 巧。 

/1 


— C イタ）一 


なお ホ 牛 巧 こがけ を SAW ? 
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レ ハが 4 EK 煤の 解め。 . 
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と W 俾 のぶぶ の 巧 一。 
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こ o ' 神ぶ ぉ {韶辭 一 J 

"T H 木化树 S おが . H 本 村ぶ の 本 巧 及 的 K め 巧 か ♦ザ 脚 巧し* 本义 ホみ を 化 巧せ るが ぶ めれ 
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•かを ホな せんこ々 る W す。 -.1:.: •.:.、• 

巧 ミは： 3 本 の 巧^ぶ をみ 巧铃 しか ホ巧进 を# し W 巧 靡が のぶ 風を 作 W せんこ ミを 
. . ’ 期す。 
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二 乂 日本 ホ 巧々 なて M ぶの 巧 $1 をれ ふ。 ’ 
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